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第 91回（令和 5年度第 10回）公立大学法人公立小松大学教育研究審議会 

議事概要 

 

日時 令和 5年 12月 13日（水）13時 30分～14時 32分 

場所 中央キャンパス 2階会議室 

出席者  

（委員）山本委員（議長）、横川委員、木村委員、岡村委員、酒井委員、德田委員、平山委員、

杓谷委員、西村委員 

（欠席者）岩田委員 

（事務局）事務局長、事務局次長兼学生課長、総務課員 

  

１ 議事 

 (1) 議事概要の確認 

議長より、資料 1に基づき、第 89回（11月 8日開催）および第 90回（11月 29日開催）教

育研究審議会の議事概要案について説明があり、原案通り承認された。 

 

 (2) 審議事項 

  ① 令和 6年度副学長・部局長人事について 

    議長より、資料 2 に基づき、令和 6 年度副学長・部局長人事について説明があった。杓谷

委員より、副学長候補を選出する過程に関して質問があり、どの大学も一般的に学長が副学

長を任命していることから、学内外の適任者の調査を行って選出したと回答があった。事務

局長より、他大学でも同様に選出していると説明があった。また、議長より、学部長候補者に

関しては、12 月中に各学部内で通知を行い、令和 6 年 1 月には学長へ推薦するよう説明があ

った。審議の結果、副学長予定者について承認され、部局長人事についても原案通り進めるこ

とで承認された。 

 

  ② 教員人事について 

    議長より、資料 3 に基づき、教員人事について説明があった。次回の本審議会において、

その他昇任予定者とあわせ、各々の実績が記載された資料を添付した上で改めて審議を行う

こととなった。 

 

  ③ 技術コンサルティング制度の導入について 

    木村委員より、資料 4に基づき、技術コンサルティング制度の導入について説明があった。

事務局長より、技術指導や講演は兼業として扱う、また技術コンサルティング料は対応教員

の研究費に入ると補足で説明があった。審議の結果、原案通り承認され、本日付けで制定とな

った。 
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  ④ 令和 6年度非常勤講師の委嘱について 

    横川委員より、資料 5 に基づき、令和 6 年度非常勤講師の委嘱について説明があった。審

議の結果、原案通り承認された。 

 

  ⑤ 令和 7年度入学者選抜の変更予告について 

    横川委員より、資料 6に基づき、令和 7年度入学者選抜の変更予告について説明があった。

議長より、科目名の表記について指摘があり、学生課長より修正を行うと回答があった。審議

の結果、表記の修正を行った上で承認することとなった。 

 

(3) 報告事項 

① 令和 5年度外部資金実績・研究業績について 

木村委員より、資料 7に基づき、令和 5年度外部資金実績・研究業績について報告があっ 

た。 

 

② 令和 6年度前期交換留学生の受入について 

横川委員より、資料 8に基づき、令和 6年度前期交換留学生の受入について説明があった。 

   

③ 授業の到達目標を考慮した成績評価基準の明示について 

    横川委員より、資料 9に基づき、授業の到達目標を考慮した成績評価基準の明示について 

説明があった。 

  

④ シラバス様式の一部変更について 

    横川委員より、資料 10に基づき、シラバス様式の一部変更について報告があった。 

 

⑤ 令和 6年度大学入学共通テスト実施体制について 

    横川委員より、資料 11に基づき、令和 6年度大学入学共通テスト実施体制について報告が 

あった。 

 

⑥ 授業評価アンケートの教員のコメント入力機能について 

⑦ 卒業時アンケートの実施について 

横川委員より、資料 12、13に基づき、授業評価アンケートの教員のコメント入力機能およ 

び卒業時アンケートの実施について説明があった。杓谷委員より、教員のコメント入力は任 

意であると補足で説明があった。 

   

⑧ 学長表彰者について 

横川委員および平山委員より、資料 14に基づき、学長表彰者について報告があった。 
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  ⑨ 学生の異動（退学）について 

    横川委員および酒井委員より、資料 15に基づき、学生の異動（退学）について報告があ

った。 

 

  ⑩ 就職内定状況について 

    事務局長より、資料 16に基づき、就職内定状況について報告があった。 

 

 (4) その他 

  ① 令和 6年度大学院サステイナブルシステム科学研究科の修学支援に関する運用方針につ 

いて 

木村委員より、資料に基づき、令和 6年度大学院サステイナブルシステム科学研究科の 

修学支援に関する運用方針について説明があった。審議の結果、原案通り承認された。 


